
16

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

動
時
の
装
備
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て

は
着
の
身
着
の
ま
ま
消
防
車
で
現
場

に
駆
け
付
け
て
い
た
も
の
を
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
・
手
袋
・
活
動
服
を
必
ず
装

備
す
る
こ
と
で
、
団
員
の
安
全
を
守

る
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
団
員
の
士
気
向
上
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。
大
阪
府
下
で
は
初

と
な
る
ラ
ッ
パ
隊
を
創
設
し
、
自
分

た
ち
で
工
夫
し
な
が
ら
練
習
し
、
今

で
は
行
進
曲
に
合
わ
せ
て
生
き
生
き

と
音
を
奏
で
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

こ
ち
ら
も
大
阪
府
下
で
は
初
の
消
防

団
特
殊
技
能
隊
（
重
機
隊
）
の
結
成

や
、
資
機
材
の
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
び
、
令

和
元
年
に
は
消
防
庁
よ
り
消
防
団
等

地
域
活
動
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の

消
防
団
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
、
消
防
団
の
大
き
な
改
革
の
中
で

全
団
員
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
勝

ち
取
っ
た
表
彰
で
し
た
。

　
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
富

田
林
市
消
防
団
。
こ
れ
か
ら
も
、
市

民
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
活
動

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
年
と
６
カ
月
、
消
防
団
活
動
に
ま
い
進

50　
二
口
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
６
月
に

４４

富
田
林
市
消
防
団
に
入
団
後
、
消
防

団
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
勇

退
さ
れ
る
ま
で
の
実
に
　
年
６
カ
月

５０

も
の
間
、
数
多
く
の
消
防
団
活
動
を

経
験
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
二
口
さ
ん
は
は
じ
め
、
伏
見
堂
の

消
防
団
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、
消
防
団
員
の
確
保
が
難
し
く
、

ま
た
、
常
備
消
防
の
発
足
に
よ
り
消

防
団
不
要
の
声
も
あ
っ
た
も
の
の
、

皆
さ
ま
の
た
め
に
な
る
な
ら
と
の
思

い
で
入
団
を
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
最
初
の
出
動
で
は
、
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
く
中
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
も
分
か
ら
ず
う
ろ
た
え
て
し
ま

い
、
顔
も
真
っ
青
で
心
臓
が
破
裂
し

そ
う
だ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、

そ
の
火
災
は
た
だ
の
 小
  火
 で
し
た

ぼ
 

や

が
、
そ
れ
が
二
口
さ
ん
の
消
防
団
活

動
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
消
防
団
活
動
を
続
け
て
い
く
中

で
、
悲
し
い
こ
と
に
消
火
活
動
中
に

殉
職
さ
れ
た
消
防
団
員
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
災
害
で

消
防
団
員
に
殉
職
者
が
出
る
の
を
見

て
、
安
全
管
理
の
重
要
性
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
二
口
さ
ん
は
平
成
　
年
に
、
消
防
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団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
団
長
と

し
て
は
、
従
来
型
の
消
防
団
か
ら
の

脱
却
の
た
め
、
消
防
団
の
意
識
改
革

を
訴
え
ま
し
た
。「
自
ら
の
命
も
守
れ

ず
、
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
例
え
ば
出

二
口
　
勝
之
さ
ん
（
前
富
田
林
市
消
防
団
長
）

農
業
者
に
感
謝
し
て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

の
開
設
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
多
額

の
資
金
を
投
入
す
る
こ
と
か
ら
、
当

初
は
な
か
な
か
周
囲
の
理
解
を
得
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
他
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
朝
か

ら
数
百
人
の
人
々
が
行
列
を
作
り
、

開
店
と
同
時
に
入
場
す
る
姿
を
見

て
、
職
員
た
ち
も
賛
成
に
転
じ
、
羽

曳
野
市
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
あ
す
か
て
く
る
で
」
が
誕
生
し

ま
し
た
。
折
か
ら
の
国
産
野
菜
ブ
ー

ム
も
あ
り
、
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸

ば
す
成
功
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
大
槌
町
の
「
奇
跡

の
復
興
米
」の
実
現
に
も
携
わ
ら
れ
、

平
成
　
年
に
開
始
し
て
以
来
、
今
も

２６

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
の
農
業
の
課
題
は
農
業
者

の
所
得
向
上
、
農
業
生
産
の
拡
大
、

地
域
の
活
性
化
を
根
底
と
し
、
ま
た
、

農
業
の
担
い
手
の
減
少
に
つ
い
て
も

手
を
打
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
、
富
田
林
市
の
農
業
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
話
さ
れ
た
中
谷
さ
ん
の
視
線

は
、
未
来
の
富
田
林
市
の
農
業
を
見

据
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
谷
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
に
農
協

４５

（
当
時
の
彼
方
農
協
）
に
職
員
と
し

て
 入
 

に
ゅ
う

 組
 し
て
か
ら
、
令
和
２
年
６
月

そ

に
退
任
さ
れ
る
ま
で
実
に
　
年
　
カ

４９

１０

月
に
わ
た
り
、
地
域
農
業
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
中
谷
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
に
本

格
的
に
農
業
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
ナ
ス
の
生
産
を
開
始

し
ま
し
た
が
、
当
時
は
 半
  身
  萎
 

は
ん
 し
ん
 
い

 凋
  病
 

ち
ょ
う
 び
ょ
う

と
い
う
病
気
が
蔓
延
し
て
お
り
、
売

り
物
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

技
師
の
努
力
に
よ
り
そ
の
後
病
気
を

克
服
で
き
ま
し
た
が
、
富
田
林
が
ナ

ス
の
一
大
産
地
と
な
っ
た
の
は
、
こ

の
時
の
技
師
た
ち
の
努
力
が
第
一
歩

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
農
協
に
職
員
と
し
て
入
組
し
た
当

時
は
、
ち
ょ
う
ど
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

が
あ
り
、
肥
料
や
燃
料
も
手
に
入
ら

ず
、
四
方
八
方
を
探
し
て
ト
ラ
ッ
ク

で
買
い
付
け
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
次
に
、
中
谷
さ
ん
は
営
農
に
乗
り

出
し
ま
す
。
兼
業
農
家
が
だ
ん
だ
ん

と
増
え
て
き
た
こ
と
で
、
農
家
が
自

前
で
用
意
し
て
い
た
米
作
の
苗
も
農

協
で
一
括
し
て
作
り
、
農
機
具
も
農

協
で
買
い
 揃
 え
る
な
ど
、
時
代
の
流

そ
ろ

れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
農
家
の
要
望
で
中
野
町

に
あ
る
自
動
車
・
農
機
の
整
備
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
も
携
わ
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
平
成
　
年
に
組
合
長
に
就
任
し
て

１７

か
ら
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

中
谷
　
清
さ
ん
（
前
大
阪
南
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

　富田林市を半世紀にわたり各分野から支え続けてこられたお二人が、市役所で講演会を開催されました。

農業の分野から中谷　清さん（前大阪南農業協同組合代表理事組合長）、消防の分野からは二口　勝之さ

ん（前富田林市消防団長）が、講演会の中で語られた一部をご紹介します。
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Ｐｉｃｋ　ｕｐ！

　市民の皆さま、事 業者の皆さまには、長期に

わたり新型コロナウイルス感染症拡大防止に多大なご協力

をいただいておりますことに、深く感謝申し上げます。

　去る５月２５日に全国で緊急事態宣言は解除されましたが、

感染は 未 だ広がっており、収束には至っておりません。これ
いま

までに感染された市民の皆さまには心よりお見舞い申し上

げますとともに、一日も早いご回復をお祈り申し上げます。

　この間の世界の状況を見ていますと、新型コロナウイル

ス感染症を克服するためには、世界中にワクチンや治療薬

が行き渡るまでの日時を覚悟しなければならないように思

います。いつ誰もが感染し得るウイルスとして感染予防を

継続しながら、社会生活を営み、感染した場合も安心して

治療を受けることができ、回復後には安心して働く場や学

校園、地域で生活できる社会をつくっていかなければなら

ないと思います。それが、志村　けんさんや岡江　久美子

さんをはじめ、このウイルスで亡くなられた多くの皆さま

に対して、今を生きる私たちが 為 さなければならないこと
な

ではないかと思います。

　さらに、今回のコロナ 禍 によって新しい生活様式の必要
か

性が明らかになりました。それは「３密回避」といった感

染予防策のみならず、教育、働き方、企業経営等々におい

て新たなかたちを追求するなど、社会全般にわたって「新

たな生活様式」を要請するものです。

　今後予想される秋冬の感染拡大や、さらには、将来的な

新たな感染症の流行といった事態も想定しつつ、全ての市

民の皆さまの生命と暮らしを守ることを第一義に、本市の

業務や組織運営のあり方についても、ウィズコロナ・アフ

ターコロナの時代をしっかりと見据えたものにしなければ

ならないと考えておりますので、今後も、皆さまのご理解、

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

８月２４日、日本郵便株式会社と包括連携

に関する協定を締結しました。

８月２６日、第一生命保険株式会社と包括

連携に関する協定を締結しました。

８月１８日、株式会社関西都市居住サービスと包括連携に関する協定を

締結しました。また、同社より、図書館図書の返却ポストが寄贈され、エ

コール・ロゼ（専門店側正面入り口）に設置されました。

８月２８日、大塚製薬株式会社と包括連携

に関する協定を締結しました。

８月２５日、合同会社ＤＭＭ.ｃｏｍと包括

連携に関する協定を締結しました。協

定式はオンラインにて実施されました。

 村　善美

　市長
コラム 東 奔西走

本市は公民連携を積極的に推進しています！


